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1序章
「庭」＝ドメスティックアート














1　菅野麻依子／ Maiko Sugano『ドメスティックアート―ドメスティックスペースの改認識／ Domestic Art—
Perceptional modification of the domestic space』カルフォルニアカレッジオブジアーツ修士論文／ California 
College of the Arts In Partial Fulfillment of the Requirements for the Degree Master of Fine Arts　2004 年
図 1　菅野麻依子「山（スカート）／ Mountain (skirt)」　2010 年　檜 ( ヒノキ）　







2 　佐藤道信『〈日本美術〉誕生』　講談社選書メチエ　1996 年。北澤 憲昭『眼の神殿―「美術」受容史ノー
ト』美術出版社　1989 年
図 2　菅野麻依子「漢字の庭　山／ Kaniji Garden—Mountain」　2011 年　セイヨウボダイジュ







































験と、身近な実体験から導きだされた “ 美術の原点 “ の考察をもとに、日常の生活空間を、



































（2008 年撮影　四方山荘　Photo by Akira Yasuda）














   
　
図 8　岸岱　水辺柳樹白鷺図 1844 年（部分）























目が見ているのに見えない “ 死角 ” の存在を認識することは、展示をする上で非常に
重要な点である。
3　池谷裕二　糸井重里　『海馬  脳は疲れない』　朝日出版社　2002 年　P.106

































































































花立が各一つずつで一組となる仏具）が置かれた机 ( 図 17) であり、いわば移動式
の床の間であった。それが次第に作り付けの固定式になり、背後に壁を伴う空間となっ
































































































図 22 菅 野 麻 依 子「 バ リ ア 」 
2010 年　パフォーマンス作品
キ ャ ン バ ス 布、 ア ク リ ル 絵 の
具、ほうき
N e u e s  K u n s t f o r u m ,  S t a d t 
Köln -Der Oberbürgermeister





































図 25 図 26

























































































レビ系列 1969 年 10 月 5 日〜継続中）
図 34　菅野麻依子　「猫足ベンチ／
Cat Feet Bench」　2005 年　イトスギ
(Cypress)　295 × 20 × H17 cm
図 35、36　菅野麻依子　「ウォーターフォール
マウンテン／ Water Fall Mountain」2003 年　
松（Pine）  90 × 44 × H68cm
図 33　ダイニングキッチンの様子
（臼井儀人原作『クレヨンしんちゃん』テレ







































































































































































図 49　四方山荘奥の間の 2007 年の展示風景
床の間　タンバチカ ｢入ってみる｣　2007 年　掛け軸（作者不詳）、木紛粘土　
右側壁　菅野麻依子 ｢グラデーション（壁と床を繋ぐための )　2006 年　透明シート、白壁、畳























































































































































(MHubertus Adam, Iwan Baan, Joachim Driller, Klaus Leuschel, Roland Nachtigäller, Lilian Pfaff　Editor: Marta Herford gGmbH 
& Klaus Leuschel Publisher: DuMont Buchverlag, Köln）





















































図 70　 菅野麻依子「波紋／ Ripples」　2002 年　合板
40x110x60cm



















2002 年  マホガニー、メープル　
38x38xH190cm
図 74　菅野麻依子　同前（開扉時） 図 75　菅野麻依子　同前（扉と
引き出しの細部）
図 76　菅野麻依子「バベル



















































































































































Existent Vanishing」　2006 年　パイン材テーブル、　 
猫の毛　122x53xH40cm
図 88　菅野麻依子　「乱視の木／















































































(『 箱 庭 療 法 入 門 』 河 合 隼 雄 編　 誠 信 書 房　
1969 年　P.1, P.4)
図 93　 箱庭療法の設置例　（河合隼雄 , 中村雄二郎　『ト
ポスの知—箱庭法の世界』TBS ブリタニカ　1993 年　P.42）
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図 94　菅野麻依子　「石鹸記の庭／ Garden of Soap Diary 」　2013 年　市販の石鹸、紙　サイズ可変　
「Invisible Connection」 展示風景　INSTINC ギャラリー　シンガポール
図 95　菅野麻依子　同上
　筆者のプロジェクト「石鹸記」は、箱庭療法と同様の意識で様々な色や形、香り










































































山荘　Photo by Akira Yasuda）
図 98　菅野麻依子「石鹸記」　2007 年
石鹸　（2001 年より断続的に継続）（2007
年撮影　四方山荘　Photo by Akira Yasuda）
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図 101　菅野 麻依子　「家の思考」　2008 年　木材、ガラス、水、プラ
スチックシート、フォイル、物干し場、屋根裏、紙　サイズ可変
（2008 年撮影　四方山荘　Photo by Akira Yasuda）
図 103　菅野麻依子　同前　　
（2008 年撮影　四方山荘　Photo by Akira 
Yasuda）
図 104　菅野麻依子　同前　（2008 年撮影　四方山荘　Photo by Akira Yasuda）
図 105　菅野麻依子　同前　
（2008 年撮影　四方山荘　Photo by 
Akira Yasuda）





四方山荘　Photo by Akira Yasuda）
　「ドメスティックアートプロジェクト四方山荘 2008」の展示では、家の目を通し
て外の景色を見る「家の思考」という作品を手がけた ( 図 100~109)。
52
図 108　菅野麻依子「3D ぼかしテクニック」
2006 年（2008 年撮影　四方山荘　Photo by Akira Yasuda）
図 106　菅野麻依子　同前　（2008 年撮影　四方山荘　Photo by Akira Yasuda）
図 107　菅野麻依子　同前　（2008 年撮影　四方山
荘　Photo by Akira Yasuda）










不思議な臨場感を伴う展示となったと思う ( 図 110~114）。
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図 112　菅野麻依子　同前





























































































































































図 117　「Kunst in Wohnzimmer 展」の開催告知のチラシ
Art in Livingroom - Kunst im Wohnzimmer
Donnerstag, 18. März, Freitag, 19. März, Samstag, 20. März 2010
Jeweils 11 bis 18 Uhr 
Eröffnung: Freitag, 19. März, 18 Uhr







Die Ausstellung in dem 450 Jahre alten Wohnhaus am Neuen Markt, direkt im Herzen der 
Stadt Herford, stellt Künstler aus sehr unterschiedlichen Hintergründen vor. Ihre Arbeiten 
werden im häuslichen Umfeld präsentiert und können in diesem Zusammenhang auch als 
„Domestic Art“ beschrieben werden. Zeitgenössische Kunst wird als Lebensumfeld 
wahrgenommen und Fragen nach dem Gebrauchswert von Kunst rücken in den Fokus.
































図 121　同前（2010 年撮影　Kunst in Wohnzimmer 
展）
図 119　 同前（2010 年撮影　Kunst 
in Wohnzimmer 展）
図 120　同前（2010 年撮影
Kunst in Wohnzimmer 展）
図 118　Kunst im wohnzimmer 展でヘルフォルトの観客が芸術鑑賞をしている。リビングルームの展示風景
























図 123　1699 年のルーヴルにおける第 1 回絵画彫刻ア
カデミーの展覧会の様子
（出典　http://www.louvre.fr/jp/ルーヴルの歴史　2014 年 1 月）
（画像提供：BNF フランス国立図書館　Exposition des ouvrages de 



























している Marta Herford の美術館教育係
（2009 年撮影　マルタヘルフォルト美術館）
65
　その展覧会が、1986 年に開催された、シャンブル・ダミ (Chambres d'amis）展
である。西洋の美術館によって築かれた美術鑑賞の場の概念を覆し、後々まで語り
継がれることになる。ゲント美術館退職後、フート氏はこのヘルフォルトの町に、
























図 130　菅野麻依子 「ルームタッチ／ Zimmer 
Verbindung (Room Touch)」 2010 年
図 129　菅野麻依子
「さすらい山／ Wandernden Berg」 2010 年
図 131　菅野麻依子「石鹸記／ Seife 
Tagebuch (Soap Diary)」 2010 年 ( 部分 ) 図 133　菅野麻依子　同前
　以下の写真は、「Kunst im Wohnzimmer( リビングルームの美術）」展の展示風景
のうち、筆者の作品をまとめたものである（図 129~139）。
図 132　菅野麻依子「植物鳥／ Pflanzlich 




図 136　菅野麻依子　同前 図 137　菅野麻依子「銀河／ Galaxis 
(Galaxy)」2011 年　鏡、歯磨き粉　
図 139　菅野麻依子　同前



















































ている 28。例えば、敷居の上面から鴨居の下端までの寸法は、関西では 5.7 尺と定





















































































































Photo by Akira Yasuda
図 153　菅野麻依子　「影の為の棚」　
2008 年　布、ウール、光、影　120×12
×6cm　Photo by Akira Yasuda
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図 156　菅野麻依子　「借景（滝）」2008 年
髪の毛　洗面台　60 × 60 × 100cm　
Photo by Akira Yasuda
図 157　同前　Photo by Akira Yasuda
図 154　菅野麻依子　「借景（氷山）」　2008 年
ラード　風呂　水　100 × 100 × 100cm　
Photo by Akira Yasuda






図 160　菅野麻依子　同前　Photo by Akira 
Yasuda
図 158　菅野麻依子　「借景（暗雲）」　2008 年　ブラックウール、洗濯物干し場
サイズ可変　Photo by Akira Yasuda
図 161　菅野麻依子　同前　Photo by Akira Yasuda
図 159　菅野麻依子　「借景（山）」　2008 年　味噌、トイ
レタンク　60 × 25 × 5cm　Photo by Akira Yasuda
76
図 164　菅野麻依子　同前　Photo by Akira Yasuda
図 163　菅野麻依子　同前　Photo by Akira Yasuda
図 162　菅野麻依子　「ぬくもりのある空気のための棚」2008 年
布団、テグス　120 × 210 × 210cm　Photo by Akira Yasuda
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31　「普遍的無意識：ユングによる分析心理学の用語。" 集合的無意識 " とも訳す。ユングは無意識を "
個人的無意識 " と " 普遍的無意識 " に分けて考える。前者は個人の意識内容が強度を失って忘却された
ものや、意識によって抑圧された内容など、個人的色彩が強いのに対して、普遍的無意識はそれよりも
深く、人類に共通の普遍的な層である。世界大百科事典 第２版」（出典 https://kotobank.jp/word/ 普遍的無意識














































































いは「" このタンスが引いて開けるという行為をアフォードする " と表現する。」（出典 http://ja.wikipedia.



























































































































































































































































































Photo by Ryoko Masuda























参考資料 1 参考資料 1
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図183　菅野麻依子「Shakkei “geborgte 
Landschaft” (borrowed site) - Out here 
」2010 年　Clothes, glue variable 
dimension　Photo by Hans Shröder











Photo by Hans 
Shröder
図 182　Marta Herford 外観　
Photo by Hans Shröder




Marta Herford 美術館 　ドイツ
参考資料 1
図 186 菅野麻依子「Shakkei 
“geborgte Landschaft” (borrowed 
site) - Waterfall」2008 年　Hair 
glue variable dimension　Photo by 
Hans Shröder
96















図 194　菅野麻依子　「漢字の庭—光／ Kanji 
Garden—Light」　2011 年　樟（クスノキ）、 金箔




檜（ヒノキ）11 x 60 x h70cm　
図 198　菅野麻依子　「漢字の庭—空／ Kanji 
Garden—Sky or Emptiness」2011 年
樟（クスノキ）10 x 36 x h52cm
図 199　菅野麻依子　「漢字の庭—洞／
Kanji Garden—Den」2011 年




























































 ドメスアティックアートプロジェクト四方山荘 2009 
2009年度の四方山荘の企画はお琴とお能による舞台です。築300年の伝統的日本家屋である四方山荘にて、お琴の音色とお能の舞が悠久な時間の流れの中へと誘います。
平野葉子（箏曲）











































































































（2007 年撮影　四方山荘　Photo by Akira Yasuda）
図 215　及川みのる　「土人玩具」
2007 年　土　鉄




































Photo by Akira Yasuda）
図 222　安田暁「EW/NS」2007 年　印画紙　現像液　定着液
（2007 年撮影　四方山荘　Photo by Akira Yasuda）
図 224　菅野麻依子「グラデーション（壁と床をつなぐための）」
2006 年　プラスチックシート　白壁　畳　（2007 年撮影　四方山荘
Photo by Akira Yasuda）
図 223　松宮恭子
「WHEN YOU HAVE A SWEET」2007 年
水彩絵の具　色鉛筆　接着剤　





















図 226　アベル バロッソ「My home is your home（私の家はあなたの家）」
2008 年　木材　墨　茶碗　水　鳥餌　サイズ可変　（2008 年撮影　四方山荘　
Photo by Akira Yasuda）
図 230　チャールズ ウォーゼン
「Pinkoni（ピンコニ）」2008 年
プラスチック　50 x 25 x 45cm　
















Photo by Akira Yasuda）
図 231　ドメスティックアートプロジェクト四方山荘 2008
自家生成美術醸造展展示風景　（2008 年撮影　四方山荘　Photo by 
Akira Yasuda）
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図 233　吉清 花絵「Untitled」2008 年　印画紙　
185x120cm each　（2008 年撮影　四方山荘　Photo by Akira Yasuda）
図 234　及川 みのる
「アイドル仏」2008 年　土　
77 x 45 x 120cm　（2008 年撮影　
四方山荘　Photo by Akira Yasuda）
図 235　安田 暁「V/H」2008 年
印画紙　定着液　現像液　糊　スチレン































（2009 年撮影　四方山荘 Photo 

























































図 248　Kunst in wohnzimmer（リビングルー
ムの美術展）を町中からリビングルームまでの
道のりを時系列順に写真にした。図 264 まで。
（2010 年撮影　ヘルフォルト） 図 249　旧市街のはずれにある（2010 年
撮影　ヘルフォルト）
図 250　展示会場の自宅アパートメント（2010 年撮影　ヘルフォルト） 図 251 同前（2010 年撮影　ヘルフォルト）
図 252（2010 年撮影　ヘルフォルト） 図 253　部屋へのドア（2010 年撮影　ヘルフォルト）
図 254　呼び出しブザー（2010 年撮影　ヘル
フォルト）













































「Johannes Paul Segnet das Deutsche Volk（ドイツ人の友、聖
ヨハネ・パウロ（ローマ教皇）」 2005 年　Motoröl 20w40 ouf 
Leinwand（20w40 エンジンオイル、カンバス）
（2010 年撮影　ヘルフォルト）










「Landscape」 2007 年（2010 年撮影　ヘル
フォルト）
図 274　Marcin Kowalik
「Landscape」 2008 年（2010 年
撮影　ヘルフォルト）
図 275　Marcin Kowalik
「Dreaming Hamburg 」2005 年
（2010 年撮影　ヘルフォルト）
図 276　Marcin Kowalik

















「Soap Diary 3. 2010」2010 年　
石鹸、骨　
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